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1 2面体群Dnの既約表現を同型を除いて決定せよ.

2 四元数群 Q = 〈σ, τ |σ4 = 1, σ2 = τ 2, τστ−1 = σ−1〉 の既約指標をすべて求めよ.

3 対称群 Sn の既約指標は整数値であることを示せ.

4 Gを群, HをGの指数 2の部分群とする. σ ∈ G, σ /∈ Hとする. H の表現 πに対し
て πσ(h) = π(σhσ−1)によって πσを定義する. このとき, 誘導表現 IndG

Hπが既約で
あるための必要十分条件は π �� πσであることを示せ.

5 Gを有限アーベル群とする. x ∈ Z[G]が xn = 1 (∃n ≥ 1)となるなら, xは±Gに含
まれることを示せ.

6 C[X, Y ] 	 f(X,Y ), g(X,Y )の次数をそれぞれ d, eとする. dim� C[X, Y ]/(f, g) < ∞
のとき dim� C[X, Y ]/(f, g) ≤ deとなることを示せ.

7 Bを整域とする. AはBの正規局所部分環で, 極大イデアルをmとする. AとBの
商体は一致すると仮定する. 集合 {P ∈ SpecB|P ∩ A = m}がただひとつの元から
なるとする. このとき, A = Bを示せ.

8 AをNoether環とし, A → Bは有限型かつ平坦とする. このとき, SpecB → SpecA
は開射であることを示せ.

9 p を p ≡ 1 mod 3 なる素数とする.

a = p + 1 − �{[x0 : x1 : x2] ∈ P
2(Fp) |x3

0 + x3
1 + x3

2 = 0}

とおく. このとき, a2 + 3b2 = 4p を満たす b ∈ Z が存在することを示せ.

10 p を p ≡ 1 mod 4 なる素数とする.

a = p + 1 − �{[x0 : x1 : x2] ∈ P
2(Fp) |x4

0 + x4
1 + x4

2 = 0}

とおく. このとき, a は 6 の倍数で
(

a
6

)2
+ b2 = p を満たす b ∈ Z が存在することを

示せ.

� k を体とするとき, k上の射影空間 Pn(k)は kn+1 − {0}に同値関係を

(x0, x1, . . . , xn) ∼ (y0, y1, . . . , yn) ⇐⇒ ∃a ∈ k×, (x0, x1, . . . , xn) = (ay0, ay1, . . . , ayn)

によって定義したときの商空間として定義される. (x0, x1, . . . , xn) ∈ kn+1 −{0}を含む同
値類を [x0 : x1 : . . . : xn]で表わす.


